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（

毓

　
　
暁
）

　
Q
寄
餓

螺
類
の
繭

種
に

就

て

　
（

李

懶
）

薙
。

翅
褒
面
慮

無
褐
色
に

し
て

前

翅
前

角
に

近
く

示
臼
P
點

む
協

、

刄
中
室
の

前
端
に

三

佃、

冒
肺

及
び

O
〜

室
の

外
線
に

近

《

冬

二
鯛

の

臼
色
瑳
點
を
有
し、

O
自一

〇

5

及

び
bっ
口
幽

b

室

の

ナ

日
色
斑
點・
と
後
麹
中
央
の

白
色

帯
と

は

連
接

す．

後
翹
肛

角
に

近

ぐ
黄
褐
色
の

環
默

絞
あ
り、

又
肛

角
も

黄
褐
色
を

呈
す

。

兩

翅
共

碁
縁
に

浴
ひ
臍
色
の

幅
狹

き
帶
斑
あ
う、

此
よ

b
内
側
は
光

線
の

方

向
に

よ
り

美
麗
な

る

紫
色
の

幻

色
を

呈
す

。

裏
面
は

甚
だ

復
雜
な
ゐ

色

彩
瑳

絞
な

れ

ど

も
表
面
に

於

け
る

自

色
斑
點

吸
び

帶
斑
は

窺
面
に

於
て

も
同

樸
に

レ

て

稍

淡
桃
色
を

呈，

し

後
翅
の

帶
斑
は

前
縁
に

至

る

に

從
ひ

幅

廣
ー

律

蠱
に
て

は

外

方
へ

突
団

す
、

前

翅
の

中

室
に

黒
色
斑

點
あ

り、

叉

Q
〜

室
に

於

　

　
　

●
寄

生

螺

類・

の

一

種
マ

　

　
　

生
確
器
（

櫓
の
。

匡
 

。

馨
伍

c
同

αq

釁
φ

）

　

　
　

　
緒
　
　
言

余
ば

春
夏
秋
冬

各
時

期
々
通
じ

て

多
く
の

療
品
を

採
集
琶

し

中

約一

手
の

稽
完

婁

る

7
、

レ

パ

7
ト

々

製
作
し

得
九

り

き
。

巷
大

部

分
ロ

雌
に

し

て

漸

く
一

組
の

雄
な

得
れ
り

し
も
不

幸
に

し
て
保
存
上

不

注

意

の

鮎

あ

り
て

雄

器
の

完
杢

な
る

7
レ

パ

ラ

ー

ゆ
海 
作

る

能
に
ざ
り

き
。

從

て

妓
に

に

雌
器
の

大

略
な

逋
べ

雄

器

に

開
マ

る

認

邇
は

譜
の

鑒
掻
充
と

す、

又

霞
嚇

遞
誰

異

舅
る

奮
で
と

雎

も

今
一
歩

難
a
歩

塞
む

れ

民
多

少

整
窒
す

・

奪・
峯
も

あ

ら
ん

と

思
ふ
・

例
へ

ば

一．
「．
み
算・、
島
・

ぎ

等
の

現

象
の

あ

3
は
る
・、

や

の

疑

も

電

き
に

し

も

あ

ら

愛

又

卵

獲
生

、

．

、

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

八

て

稍
外
繰
に

近
く

黄
褐
色
環
を
有
す
る

中

心
藤

色
の

黒

點
あ
り・

後
翅
の

基

部
内

孕
と

外
緑
部
と
は

友
褐
色
を

呈
す

。

驢

鯛
角
は

黒
く
胸

部
及
び
腹
部
の

背

面
は

黒
く

腹

面

は

自

色
な

．
り

．

　
翅
の

開

張
、

七

〇
−

七
二

粍、

　
余
の

所
藏
標
本
は

茂
画…
嶺
、

七

月
）

雄
二

頭
な

り。

　

　

　

　

．

　

　

　
ア
吻
ホ

シ
ゴ

マ

ダ
ラ

　

　

　
　

き
ミ
軌

蠶
魯

亀

蓄
ぎ
騒

亀

龍
ヒ
目

2
凪

臣
匐

q
郵

　

余
の

所
藏
標
本

は

水

原
六

月
雌
一

頭
に

し
て

甚
だ

大

形
の

も
の

な

ら
、

翅
の

財
張
一

〇
二

粍
あ

り
・

　

　

　
　

　
．

に

　
就
　
て
（

九
）

　

理

學

士

李

瀬

信

太

耶

（
04

。

隣
。

ロ
疏

竃）

も
卒

業
論
文
の
一

部
分
と

し

て

時

問
に

不

足
な

生

じ

充

分

な

あ

觀
豢
を

覚
し

得
ざ

リ

ミ

從

て

菩
詑

蓉
し

量
に

弾
的
の

あ
に

し

蒄
日

霊
塾

す
る

や

明

な

ら

ん

と

思
惟
す

。

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　
（

A
）

　
解
割
的
觀
察

　

雌
器、

（

づ
「

。

芭
§
話

臣
唱

暮
影
こ゚

卵

菓、、
（

c
く

淨
屑

言
昌
卵
集
は

肝
臟

と
螺、
内
柱
（

〔い
O
一

口
興

旨
H

Φ
＝
年

）

と

の

問
に

て

第
二

螺

層
の

初

部
よ
り

第
四

螺
層
の

初

部
に

至

わ

血
腔
’

中
に

あ
り、

大
な

る

部
分
を
占
む
る

器
官
に

し
て

（

第
＋

圖、
・

こ

、げ

、

N
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再
腔
を
有

す
る

多
く
の

葉
（

け
騨

題
 

口
）

よ

り

な

る 

之
れ

等
 

葉

は

集
ゆ

て

途
に

楡
卵
管
（

C
く

益

琴
e

）

と
な

る、

生

時
に

あ

り

て

は

卵
黄
粒
（

勹
o
α

9
艮
O

暮
Φ

じ

の

多
量
に

存
在
せ

る

に

よ

ウ

卵
菓
の

臺

皚
は

著
し

く

黄
色
を

呈
す

。

　
’

楡
卵

管
（

皇
含
・

戸
・

卵
集
を
出

發
せ

し

同

管
は

非
常
に

細
か

く

し
て

胃

部
の

側

方

を

下

b、
（

第
十

圖、
一・

。

ε

腎

臓
部
の

附
近
に

邃
し
稍
主

太

く
な

う
、

同
時
に

多
く
の

卷

輪
（

。Q

邑
ぎ

σ・
Φ

）

を
作
る

。

次

で

殻
腺
（

α
o
｝
冒

巴

窪
脅
蟇
Φ

）

を

貫
き

つ

3
膓
部
の

右

側
を

逋

り
、

外

套
腔
内
上

蓋
に

位
置

し
つ

よ

肛
門
よ

り

蓬
t
前
方

外

套
腔
ロ

に

近

く

開
ロ

す
。

　
膣

つ

富
゜Q

ご
畢

）

、

前
述

輪
卵

管
の

末
端
は

短
き

膣
を
な

せ

6
。

（

第
十

圖
、

一

レ．
p

σq・
Y

　

殼
腺
と
蛋
自
腺、

殼
腺
に

就
て

は

巳
述
せ

り
。

ん

と
す

。

第十圖

　
　
　
　
　
　
　

鉉

に

之

と
蛋

白
腺
と
の

位

置
に

關
し
一

言
せ

　
　
　
　
殼
腺
は

大
な

る

嚢
に

し
て

腎
臟
部
の

近
傍
よ

り

腟

部
に

至

り、
外

套
腔
上

蓋
の

大
部
分
を

占
め

居
陀

り
。

蛋
白
腺
（

」

婁
く

Φ晒
羨
、

穿
諤
3

は

結
粗
織
に

包

圃
さ

れ

趁

る

多
く

の

迂

曲
部
を
有

す
る

腺

に

し
で

輸
卵
管
に

沿
ひ

つ

ダ

肛
門
に

絡
る
（

第
＋

圖、
…

含
ρ・
ぎ

）
。

　
　
　
（

鍮

　
　
覗
）

　
○
寄

生

螺
類
の
一

種
に

就
て

　
（

苹

獺
）

　
　
　
　
（

B
）

組

織
曲
觀

察
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　．

　
卵
菓、

薄
膜
に

よ
り

包
ま
れ

髭
る

卵

集
は

其
の

外

層
に

亦

縁
維

験
の

結

組
織
よ

り

な
る

薄
層

を
有

す、

（

第
十
硝

圏、

ご

此
の

薄

層
楓

輪
卵
管
の

部
分
に

あ
う
て

は

可
な
b
肥

厚
し
之
に

筋
繊
維
を

認
め

だ
う。

卵
集
全

饐
は

血

腔
中
に

埋

沒
し

大
部
分
は

肝
臓
に

取

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

り

卷
か

れ

を
る

事
前
述
の

如

　
　

し。

　
　
　

表

皮

魯
覧

爵
＆、

己

逑
の

　
　

如
く

薄
基
膜
（

象】
旨

巴
w

器

雫

　
　

讐
 

詈
げ

霽
苳

）

に

よ

吟
て

結
組

　
　

織
と
接
せ

る

表

皮
階
は

各
時

　
　

期
に

よ

b
其
の

厚

薄
に

多
少

　
　

差
異
を

生

ず、

即
ち

多
量
の

　
　

卵
を

卯
巣
中
に

保

有
せ

る

時

　
　

期
に

あ

り
て

は

扁
李
と
な

毎

　
　
（

第
十
一

圖、
〜
W。

） 、

放
卵
直
後

　
　

に

は

可
な

り

丈
高
き

圏
筒
状

　
　

の

も

の

と

な
る

（

第
十
一

圖、

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
に・

） 、

此
の

卵
粲
の

内
腔
を

被

包
せ

る

單
層
表

皮
は

即
ち

生
殖

皮
膜
（
国

魯
垢
唱
筈
9
と
し
て

認

め

ら
れ

を
る

も

の

に

し
て
、

之
れ

よ
り

卵
集
細
胞
（

G
弩

 

皆
き

O
＜

o，

餮
夛

）

及
び

包

卵
細

胞
（

】・、・

耄
邑
・・、

彭
）

の

分
化
あ

り。

但
し
余

は

之

を
特
罰
の

發
生

帶
（

ζ曲剛
三

三

卷
蓉

塁
）

な

る

も

の

を
認
め」
ざ

り

き
。

セ

職
節
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　亀

　
　

　
　

　

　
　

　
σ

　
　

　（
諭

　

　
親
）

　
0
寄
生

螺
類
の
】

種
に

鶉
て

　
（

畢

瀬
）

　
生
殖
薮
麓い
（

課
忌

石
¢

℃
搾
『
¢

ご

前

記
の

如

《
砕

期
肥

よ

り

て

之

を

二

種
に

區

醐
臨
得
べ

し
、

　
（

a
）

　
数

卵
祖
後
の

荏
殖

皮
膜
は

丈

高
き

園

猗
歌
の

細
胞

列
よ

わ
な

b、
（

第
十
一

圏、
も診・

）

識
毛

無
く

丸
き

核
を
有
す

、

染
色

質

（

9
髭
o

穏
2

瓢

ε

は

翻
粒
に

し
て

軍
等
に

核
綱
上

に

配

布
さ

れ、

叉

細
胞

質
可

な

う

多

量
な

熱

細

胞

の

轟
さ、

○
・

○
｝

太
ミ

メ

樹

幅

QO

O
個

八

ミ

メ
、

該
の

直

徑
、

○
・

00

四

〇
ミ

メ

嫉

仁

の

直
徑、

○
・

00

一

六

ミ

メ
。

　
（

わ
）

第圖

6

鬱
bm

b9

1

ひ

7

 鑞
2

3

8

】

0

き、

同

時
に

其

の

理
由

を
明

知
す

る

事
能
は

ざ
b
き

。

鳥
包
卵
繭
胞、

隻・
自
ざ

ぎ
ぎ

）

卵
欒
表

皮
細

胞
は

卵
細

胞
の

外
包

卯
細
胞

と
な

る

べ

き

難
命

を
有
す
る

も

の

あ

り、

此
の

包

卵
細

胞

は

其
の

勅
に

當
り
て

は

生
殖

皮
膜
細

胞
と
の

識
溺
燭

難
な

れ

ど
も

藏
　「　
　
　
　一

響
＼9 。 k

　
　

　
　
卵
を
以
て

充
糒

さ

れ
を
る

鰆
の

生
殖

皮
膜
麹
胞

庖
は

掃

泙
に

む
て

核
亦
押
形
な
毎

、

此
の

細
胞
に

特
筆

す
可
き

事
は
、

核

起

滞
矛
の

瘤
妖
凸
則
物
の
“
 

る

事
な

り

き，
（

餮
げ

影
雹
戸

類
恥

密
¢

）

（

第
十
一

圏、

勲

贈

爭「
）

℃

ミ
認

襲、
§

に

知
ら
る

3
勘
イ

此
の

核
が

瘤
默

郵
よ
今

直
接
に

分
劑
す
る

と
の

読
に

は

信

を
措
く

能
は

ざ
り

E

　
蛙

9

欝

4

10
5

織 

一

爾
後
爾

者
の

區

別
は

逐
次
明

自

と

な

ち

來
り・、

包

卵
紬
胞
は

牛

月

形
を
な

し
て

卵
細

胞
の

周

園

を

被
包
す
る

に

至

る
、

（

第
十
一

圏、

野
hN
＋

〉

此

の

義
卵
細
胞
の
，

核
は
弛

解
を
な

し
つ

主

あ
る

も

の

に

し
て

染

色

物
細
粒
の

核
網

上

に

於
け

る

配

布
は
一

種
特
別
の

默

態
起

め
う
、

之

れ

包
卵
細

胞
の

特
色
薦

し
て

之
に

よ
h
其
識
別

を

容
易
な
ら

し
む
る

も
の

な

b
。

卵
源
細
飽

、

（

○
．
。

・・
。

幕
ξ

生
殖

皮
膜
よ
わ

分
化

す
る

此

卵
源

細
胞

（

第
ナ
一

圖、
駆

）

に

余
嫁

家
の

諸
黏
を

認
め

沈

わ

き
コ

　
（

一
） 、

染
色

物
は

大
な

る

魏
を
な

し

肥
厚
す

る

事、

、

舳
，

P
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墨
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（

二
） 、

　（

三
）、

　
（

四
〉 、

．

へ

五
丶 、

　
（

六
） 、

き、　
（

七
） 、

亀

其
切

竝皿
置
弦

核ザ
の
甥
邊
に

あ

う

も

事、

細
胞

全
體

非
常

に

明

き

觀
を

呈
せ

し
事、

岡

時
に

核

綱
も

明
に

認
め

ら
れ

し

事、

、

二

個、
の

核
仁
の

存

在
を

認
め

し
事、

　
　

　
・

核
全
饐
の

大
さ

は

生

殖
皮

膜
細

胞
に

比
し

て

大
な
り

　
　
而
し
て

卵
形
を

呈
せ

り

き、

　
　
　
　
桟
の

周
園
の

細

胞
質
の

量
尚

ほ

少
な

く
核
の

周
圍
に

薄

き

騨
鑿
黝

鬟
ジ
（

）

遷
一

g
余

綾
細

胞
の

分

割
に

於
て

十

四
の

染
色

體
（
（ ．｝
肖
。

日
靄
oB

。
＝

）

を
認
め

亢

め

き、

之

れ

 
9
奪

戔℃
§

に

於
け

る

と

同
數
な

喚、

此
の

卵
原

細

胞
の

繼
績
的
の

有

懸
分

割
（

芻
器
崋
量

ぎ
幽

8
酔

訂

9一
〇

口、
う

旨闢
盛
）

に

よ

ち
て

若
き

卵
母

細

胞
（

O
く
oo

管
Φ

F
）

（

第
十
一

圏、

3
を

生
す

。

・
一

」

o
彫

ぎ

蚕
δ

ズ
o

篝
o

分
剿…

を
終
b
し
卵
原
細

胞
は
「

レ

プ

ト

プ

景

ネ
」

核
の

時

期
に

逹
す、

此
の

時
期
に

あ
う

て

は

大
な

る

染
色

贋

塊
八
〇

ぎ
・

・

碁・

窶・
・

豆
5
乙

は

細
粉

献
と
な

う
て

核

網
に

配

霜
せ

ら
れ

核
全

體
は

多
少
卵
形
を
呈
し、

核
仁
は
二

偶
あ

り

き、

（

但

し
圖
に

は
一

個
を

示
せ

る
の

み
）

細

胞
質
は

非
常
に

少
く

し
て

單
に

核
の

周
邊
に

皷
包

を
な

せ

る

の

み

な

b
き、

（

第
十
一

圖、
刈曾

）

核
の

大
さ

〇
ニ

ニ

○
ミ

メ
・
（

長
き

）

QOO

九
六
ミ

メ
（

幅
） 、

核

仁
の

直
徑

○
・

OO

二

泗
ミ

メ

拙
胞
質
の

厚
さ

○
，

○

○
二

四
．、、
メ

。

　
此
の

時

期
の

終
末
に

盤
う
て

細
粉
と
な

b
し

染
色
物
は

其
の

數

を

薇
じ
つ

≧

細
粒
と
な

b
て

核
網
上

に

帶
袱
に

配

列
さ

る、

此
の

帶
默
染
色

質

号
号
氏
α

髯〕
お
Φ

O

訂
o
一

⇒

畧
畧

）

は

各
其
の

一

端
を

以

（

湧

　
批
）

O
嵜

生

螺
類

の
一

種
に

就
て

（

畢

獺
》

，

　

て

核

仁
に

集
中
し

恰
も
此

等
帶

状
染

色
體
は

核

仁
よ

b
放
射
賦
に

　

出
つ

る

か

の

如
魯

觀
を

呈
せ

り

き、

（

第
十
一

圖、
つ。°

）

　

　

此

の

帶
栽
體
は

單
一

的
の

も
の

な

う

き
或
は

染
色

質
が

己
に

多

　

く
の

長
き

小
帶
默

體
に

分
割
さ

れ
め
り

や
は

明
に

認
め

ざ
り

き、

　

　

細

胞

全
體
の

大
さ

に

著
し
き
増

大
を

見
す、

唯
だ

其
の

形

献
多

　

少

扁
李
と
な

り

し
の

み
、

核
も

卵
形
な

り

き、

大
な

る

核
仁
の

他

　

に

若

干
の

小

核

仁
を

見
陀

h
き。

（

第

十
一

圖、

G。呷
）

細

胞
の

長
さ

　

○・

〇
二

〇
ミ

メ
、

幅

○・
○
一

四

四
ミ

メ
、

核
の

長
さ

Q・
〇
一

二

　

〇
ミ

メ
、

大
な

る

方
の

核
仁
の

直
徑、噌

○・
○

〇

四
〇
・・、
メ

。

　

　

齧層〕
粤
絵・
ω

夢
山

言

5

此

の

期
に

あ
り

て

は

染

色
帶
に

僅
少

の

短

　

縮
を

京
陀
し

總
て

染
色
體
は

若

干
肥

厚
す、

之

れ

と

同

時
に

之

れ

　

等
染
色

帶
は

核
の
一

點

に

縺

れ

始
む、

な

ほ

進

み

た

る

も
の

に

あ

　

り

て

は

此
の

染

色
帶
の

連
結
進
み

模

範
的
の
「

シ

ナ

プ

シ

ス

」

期
を

〜
　

あ
ら
は

す
に

至

れ
り

。

　ρ
　

　
一、酎
δ
『

喜
っ

鐸、

客、
門

；
o

此
の

翔
の

も

の

に
次

の

諸

鐵
を
觀

察
し
得

だ

b
き、

　
（

一
） 、

　
（

二
）

、

　
（

三
） 、

　
（

四
） 、

　
（

五
、 、

外

觀
を

呈
し、

十
一

鬮、
O。

）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

．

　

　

 

　
（

六
×

余
は

な

ほ

此
の

時
期
の

も
の

に

衣
の

面

白
き
現

象
を

見

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
●

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
8

染
色
伽

軍

は

盤
舟

短
縮｝
す
る

事、

同

時
に

肥
厚
の

程
度
も

顯

著
と

な

る

事、

染
色
質
は

多
く
の

小

噺
片

に

集
結

す
る

事
、

「

シ

ナ

プ

シ

ス

」

の

縺
れ

は

徐
々

と

解
離

し
來
る

事、

此
の

斷
片
的
染

色
質
は

核

綱
に

よ

り

連
結
さ

る

素

如
き

　
　
此

の

染

色
質
は
極
配

列

を
な

す

事
圖
の

如

し
（

第
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年十噌月十日
『
：五

（

飴

　

　
龍
）

　

〇
九

州
よ

》
紿

め

て

佃

ら

あ

ろ

島
類
」
（

黒

田
）

控，
勢
き、

（

a
） 、

肥
厚
せ

る

帶
妖
染

色
皚
に

縱
の

分
裂
を

認
め

し

事、

（

b
） 、

此
の

帶
默
染
色
饐
の
各

染
色
片
は

縫
の

分
裂
に

よ
り

て

正

し
く
相
樹
せ

る

位
置

を

と
れ

る

事
、

，

（

毛
） 、
、

此
の

染

色
帶
は

七
本

を山
數
へ

得四
且
つ

之
等
は

正
し
く
懿
冏

薇
色
冠
め

形
を

と
れ
ら

き
β

細
胞
の

大
さ

○・
〇
一

六

〇
ミ

メ

（

長

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
 

遇
）

○・
〇
一

＝
一
ミ

メ
（

幅
）

、

核
の

長
さ

○・
○

＝
一
ミ

メ
、

（

雛
十

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
 

一

鬮、

ε

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
…

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
一

」

ピ

ζ
9c
｝
貿

c

駕

巽胸
気
 

此
の

期
の

軸
胞
は

卵
形
な

う、
（

第

十
一

圖、

一

9

藁
纂
は

徐
、

長
を

中
心

・

窰
的
の

配

置

宙
姦
∴

從
て

罕
行
の

體

形

溝
失
す、

此

の

染
色
帶
は

若

干
の

大
な

る

塊
と，

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
…

な

り

塊
は

叉

細
分
し

之

れ

等
細
分
せ

し

染
色

帶
は

核
網
上

に

規
定

へ

の

配
置
を

と
b
、

細
胞
は

休
止

朕

態
（
⇔

島
ω
。。

窪
島晒
二

E）
に

入
る
、

銑
の

時
t
は

細

胞
は

多
少

増
大
す。

細
胞
の

長
さ、

○

○
○

○
ミ

メ
一

　

同
幅
○・
Q
一
山

ハ

○
ミ

メ
、

　

核
の
…
幅、

○

○
〇

八
八
ミ

メ
、

同

●
九

州

よ

り

始

め

て

知

丶

一
二

　

　
　
ド
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

の

長
さ一

〇
．
〇
一

二

〇
ミ

メ
、

核
仁
の

直
徑、

O。
OO
，

囚

0
ミ

メ
q

　

以
上

嶮
殖
（

＜

霞
臼
O
げ

讐
昌

 ）

を
絡
は
b
だ
る

細
胞
は

徐
々

に

成

長
（

鬢
僧
◎

げ
痘ゆ

酔

口
廿

P
）

を
始
む
る

な

り
。

　

挿
圖
設

朋
、

筆
嘆

生

奪
茎
在

毳
成

法

に

よ
る

興

第

重
興

切

片
の

厚
さ
、

α

∴
ト・

倍

數、

八

百

七

十

倍

ダ

詈
、

基

膜、
〔
こ

坤裾
罍
牧

皮
層
の
一．
部−

炉
゜ 甓・
1

結
組

繕、
｛
bっ・∀

放
卵

直
後
の

生

殖
皮
膜
細

胞
の
一

部、

曾）

卵
な

以

て

充

滿
ゼ

ろ

時
O
生

殖
皮

膜
緬

胞
の
一

部、

硫・
一・
オ

 

瘤
欺
凸
出
物

か

有
ず

ろ

核、
（
ε

包

卵
細

胞

の

形
成

明
白

な
ろ

卵

母

細
皰

の

＝

施’
国

隆

包
卵
細

胞
、

犀

 

核

ド
犀・
−

核
仁
、
（
笛

し

卑
原

細

飽
り

一
、

 ）

有
絲

分
割

後
の

卵
母
細

胞
の

て

爭∀
ピ

壱
零酔
巳
。

民
c

召
 

時
期
に

於

け
る
「
例
、
（
c。・）

同
上

末
期
の
一

例、
〔
ε
卜、
き

5、
ε
目
c

累
c

貫
G

時
期
に

於

け
ゐ
］

何、
（
葺）

望

覧
。

窄
ロ
。

国
。

鐸
燈

時

期
に

於
け

ろ
冖

例
、

ビ
 

肝
臓、

，
畠

7
蛋
白

腺・

c
く

 

卵

粟、
競・
自
1
毅
腺、
門
F・
ー

紅

門、

ε
m

≒

食
道、

ミ
丁
輪
卵
管

、

畠ド
「

1…
腸、

髻
τ
冐、

；
厂
−

外
套
腔、
貿

、

腎

臓
、

｝
高
、

心

臓、
o

謀

」’
ー

輪

卵
答
の

初
部、

奏
匹
1
腟、
鴫

塗．
窺
な

生

殖
嫻
ロ
、
O・
」

缶」一
』レ
丁
肉
柱

。

ら
　

る
　

ろ

　

從
來
九
荊

本
島
に

て

獲
ら
れ

し

報
告
な

き

島
類
を

左
に

紹
介

す
。

大
部
分
の

種

類
は
昨

年
余
が

筑
前
及

び

豊

前
の
一

部
に

て

綵

集
を

行
ひ

し
節
獲
だ

る

も
の

な

り
。

括

弧
内
の

名
稱
ば

筑

前
の

方

号
口

な

り
。】

°
　

，
§
噂

＝

3
鞠

9・
（
δ
ヒ

竃
」
（

翕

已
恒

髯

寓‘

「

，

7

鳥

類

理

學

士

黒

ヤ田

幽
オ
ホ

ミ

ズ
ナ

ギ
ド
リ

（

カ

チ
）

長

　
　

操

集
地、

編

岡
縣

糸
島
郡
玄

界
島
沖
（

雄
一
）

　
　

年
月
日、

大
正

七

年
八

月

三

日
（

黒

田
採

集
）

　
玄

界
島
よ
b
餘
b
遠
か

ら
躍

島
に

て

蕃
殖

す
る

も

の

あ
b
得
べ

し
。

噴
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